
平成２９年度香川県肝炎診療協議会議事録 

 

１．日時 

  平成２９年１０月２５日（水） １９：００～２０：３０ 

 

２．場所 

  香川県社会福祉総合センター ７階特別会議室 

 

３．出席者 

＜協議会委員＞１７名中１０名出席 

   久米川 啓  委員（香川県医師会長）【会長（議長）】 

   安東 正晴  委員（三豊総合病病院長）【副会長】 

   髙木 康博  委員（香川県健康福祉部長）【副会長】 

   蓮井 宏樹  委員（高松平和病院長） 

   高口 浩一  委員（香川県立中央病院院長補佐 診療科長） 

   正木  勉  委員（香川大学医学部 教授） 

   安西 英明  委員（香川県薬剤師会長） 

   本田 豊彦  委員（香川県赤十字血液センター所長） 

   野上 典子  委員（香川県看護協会専務理事） 

   仁木  賢  委員（香川県保健所長会 西讃保健所長） 

 

＜薬務感染症対策課＞５名出席 

 

＜各保健所＞４名出席 

 

４．議題 

（１）香川県の肝炎対策の現状について 

 

（２）協議事項 

  ① 肝疾患専門医療機関について 

  ② 香川県肝炎医療コーディネーターの養成及び活用に関する要綱の制定について 

 

（３）肝疾患診療連携拠点病院からの活動報告について 

  ① 香川大学医学部附属病院 

  ② 香川県立中央病院 

 

５．担当部署 

  香川県健康福祉部薬務感染症対策課 結核・感染症グループ 

  ＴＥＬ：０８７－８３２－３３０３ 



６．会議の概要 

（１）香川県の肝炎対策の現状について 

（議長）   香川県の肝炎対策の現状について、事務局から説明をお願いします。 

（事務局）  （資料１について説明） 

（議長）   事務局の説明について何か質問や意見はありませんか。 

（委員一同） 意見・質問なし。 

 

（２）協議事項 

 ①肝疾患専門医療機関について 

（議長）   特に、意見・質問はないようですので、協議事項①の肝疾患専門医療機関につい

て、事務局から説明をお願いします。 

（事務局）  （資料２について説明） 

（議長）   事務局の説明について、委員の皆様から何かご意見はございませんか。 

（委員一同） 意見なし。 

（議長）   それでは、特に委員の皆様から反対意見もないようですので、オリーブ高松メデ

ィカルクリニックについては、肝疾患専門医療機関としての要件を満たしておりま

すので、肝疾患専門医療機関として選定することといたします。 

 

②香川県肝炎医療コーディネーターの養成及び活用に関する要綱の制定について 

（議長）   続きまして、協議事項②の香川県肝炎医療コーディネーターの養成及び活用に関

する要綱の制定について、事務局から説明をお願いします。 

（事務局）  （資料３について説明） 

（議長）   事務局の説明について、何か質問や意見はありませんか。 

（委員）   肝炎治療受給者証の交付申請の件数も減少しており、潜在的に肝炎ウイルスに感

染している人数を把握することが難しくなってきている現状において、肝炎医療コ

ーディネーターを養成することによって、肝炎患者への支援を図っていくことは良

い取り組みであると思います。肝炎医療コーディネーターの養成に関する事務手続

き等は、薬務感染症対策課が行っていくことになると思いますが、肝炎診療協議会

においては、肝炎医療コーディネーターに関する取り組みについてどのような役割

や関わりをもつことになるのでしょうか。 

（事務局）  肝炎医療コーディネーターの養成に関する事務手続き等は、薬務感染症対策課で

行うこととなります。肝炎医療コーディネーターには、当課に対して活動状況等の

報告を定期的に行ってもらうこととするので、肝炎医療コーディネーターからの報

告を当課で取りまとめたうえで、肝炎診療協議会委員の皆様には、肝炎医療コーデ

ィネーターの活動状況等に関する情報をフィードバックしたいと考えております。

また、活動状況等の報告によって得られた情報をもとに、適宜、肝炎診療協議会に

て審議に諮ったうえで、今後の肝炎医療コーディネーターに関する方針等について

検討していきたいと考えております。 

（委員）   要綱案の１３条（遵守事項）に記載のある、「正当な理由なく、肝炎医療コーディ 



ネーターの活動を通じて知り得た秘密を漏らすこと」や「肝炎医療コーディネータ

ーの身分を私的な利益、営業目的のために用いること」はあってはならないことで

すが、万が一、そういった事例があった場合は、肝炎医療コーディネーターの認定

を取り消すことになるのでしょうか。 

（事務局）  要綱案の第１３条（１）、（２）に記載しているような、肝炎医療コーディネータ

ーとして不適切な行為を行った場合には、要綱案第１１条に基づき、認定の取り消

しを行います。 

（委員）   肝炎医療コーディネーターになる人は、看護師から行政職員までと職種が多様で

すが、職種によってコーディネーターとして求められる役割は異なると思われます。

肝疾患診療連携拠点病院や肝疾患専門医療機関には、肝炎に詳しい専門医が在籍し

ていますが、肝臓専門の医師まで肝炎医療コーディネーター養成研修会を受講しな

ければならないのでしょうか。 

（事務局）  当課としては、医療機関における肝炎医療コーディネーター養成対象者として、

看護師・医療事務等のコメディカルを想定しています。肝臓専門の医師に、肝炎医

療コーディネーター養成研修会を受講していただいてももちろん構いませんが、行

政として参加を強制するものではありません。 

（委員）   肝炎医療コーディネーターが在籍する所属機関の一覧を県のホームページに公開

することとなっていますが、肝疾患診療連携拠点病院や肝疾患専門医療機関には、

肝炎に詳しい看護師もいます。そのような方についても、肝炎医療コーディネータ

ー養成研修会を受講しなければならないのでしょうか。 

（事務局）  肝炎医療コーディネーター養成研修会においては、肝炎治療に関する基礎知識の

みならず、肝炎医療費助成制度等の行政が実施している事業についても説明を行う

予定としています。行政側の対策・制度について理解を深めてもらうためにも、肝

疾患診療連携拠点病院や肝疾患専門医療機関に在籍している看護師等にも研修会を

受講していただきたいと考えています。 

（委員）   医療機関の事務職員も肝炎医療コーディネーターの養成対象となっているので、

養成研修会を受講してもらい、肝炎医療コーディネーターになってもらうとよいと

思います。 

（委員）   調剤薬局の窓口においても、肝炎患者の方から肝炎に関する質問や相談を受ける

ことは多くあります。薬剤師にも肝炎医療コーディネーターの研修を受けてもらう

ことによって、肝炎患者の方に対して、適切な情報提供を行っていきたいと思いま

す。 

（委員）   肝炎医療コーディネーターの認定を取り消す場合は、肝炎診療協議会に諮るので

しょうか。 

（事務局）  認定の取り消しについては、薬務感染症対策課で判断することとしています。た

だし、判断が難しい事例については、一時的に、肝炎医療コーディネーター登録名

簿から名前を消除し、肝炎診療協議会での審議に諮りたいと考えています。 

（委員）   他県においては、様々な職種の人を含む多くの人に対して肝炎医療コーディネー

ターの養成を実施しているという事例もあります。より多くの人に肝炎医療コーデ



ィネーター養成研修会を受講してもらえるよう、薬務感染症対策課には啓発活動に

努めていただきたいと思います。また、肝炎医療コーディネーターを辞めるという

ケースは、部署の異動等で肝炎医療コーディネーターとしての活動を行う機会がな

くなった場合くらいではないでしょうか。できるだけ多くの人に継続して肝炎医療

コーディネーターとしての活動を続けてもらいたいです。 

（委員）   様々な職種の人が気軽に研修を受けられることができ、肝炎医療コーディネータ

ーとしての認定を受けることができるという面においては、「認知症サポーター」に

類似していますね。 

（委員）   要綱の内容を改正する必要が生じた場合は、どのような手続きをとるのでしょう

か。 

（事務局）  肝炎診療協議会で審議に諮ったうえで、要綱を改正したいと考えています。  

 

 

（３）肝疾患診療連携拠点病院からの活動報告について 

①香川大学医学部附属病院 

（正木委員） （香川大学医学部附属病院の活動・取り組み等について報告） 

②香川県立中央病院 

（高口委員） （香川県立中央病院の活動・取り組み等について報告） 

 

 

配付資料一覧 

資料１   香川県の肝炎対策の現状について 

資料２   肝疾患専門医療機関について 

資料３－１ 肝炎医療コーディネーターについての考え方の概要 

資料３－２ 香川県肝炎医療コーディネーターの養成及び活用に関する要綱（案） 

資料３－３ 肝炎医療コーディネーターの養成及び活用について（通知） 


